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[回答例] まず､記憶させたバターンの中の1つ C1が入力されたときの出力 2'をみると､




























exp 卜 締 付㌃岩 expl-幻
の近似を用へ - -昔 とおくと(4･7)式は､







































容野という｡講義ノー トの (8･21),(8･22)式灯おける ㌢302が分解能を決める｡そこで､
IISfLH-1､la,F'121<bの場合に､受容野内に1つの信号だけがある条件を求めよ｡














次に､Rに2つ以上の信号が含まれる場合を考える｡ いま､ rP∈R とすると






となる｡ Rには2個以上の信号が含まれるから､PP'土 p(R)となるSP｡Rb泌 ず存在~ 2
するはずである｡したがって
xR･SP≦‡(1-a)十b-‡(1+a) (=V∈R)′
となる｡('5.3)式と(5`5)式より､R内に1つの倍号だけがあるためには､
C' 1+A
l>- 302>-
C 2
でなければならない｡
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